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c方法]災犠には 4ヶ月齢 (4motlf)および 19ヶJ:j鍛(19
fl1(認めのWlstar系雄性ラットの進路筋を舟いた.また. 1 ()ヶ













!mm2， 1.9 mo群;q77ゑ 97/mm2)カ叫moif手よち19mo君主で有
;窓におかった.毛織jfil管内践的i道援には援はなかった
(5.~5.4 μm)留また，ランニングトレーニングを負荷した
T19 mo群では. I潟じ月齢のコントロールである19mn群ょ
っ筋線維織猷部議(2664=129μぉ12)が有慈に高鍍を訴し，
1000，um2以下の務総縁台釣合は5.2Qるであ♂ったゆそして屯級
i抱管数や内Jおこ変化は3もられなかった.このようにトレー
ニングによって筋議織が抑鱗されたが，司主総1m管数に変化
はなかったことから、 T19mo訴の毛織鼠管密度(1065::35
Imm2)は19rno群より脊3震に散かったe
以上の結果より，本研究では19ヶ月齢ラットはこの時期に
すでに務婆絡が生じるもののー毛綴j怠管数の減少や内授の
縮小などは総こらないことが明らかとなった.また，この
月齢のラットの持久性トレーニング拭務の~態総務に効果
的であった苛
毛織j叡議r，1m銑持久性トレーニング
